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　昨今の大規模災害の発生に伴い，2016（平成 28）年 10月時点での全国の避難所設置数は 
92,561 件で，2014（平成 26）年 10月の調査時点よりも 44,547 件増加している．また，福祉避










































































































































　芦屋市の当時の人口は約 87,000人であったが，震災により人口の約 0.5％にあたる 432人が死
亡した．市の一部区域で震度 7が観測され全壊・半壊・一部損壊の被害を受けた住家は 93.6％


























































































　熊本地震（2016）では 4月 14日の前震，16日の本震いずれも最大震度 7を記録し，熊本市で
は 24日の時点で約 40,000人が避難していたが，そのうち福祉避難所の利用は 104人にとどまっ














































































































２）内閣府『平成 28年度避難所における被災者支援に関する事例等報告書』平成 29年 4月
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